
 

平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価 開催概要 

開 催 概 要  

会議等の名称  平成２８年度実施事業行政評価に係る外部評価⑥  

「「「「リニモテラス構想リニモテラス構想リニモテラス構想リニモテラス構想」」」」【【【【たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある課】課】課】課】    

開 催 日 時 平成２９年８月３日（木）午前１１時から正午まで  

開 催 場 所 市役所西庁舎２階 第７・８会議室  

出席者氏名  

（敬称略）  

外部評価委員（長久手市行政改革推進委員）  

副会長 中島 美幸  

委員 樋口 和則  

委員 森田 直美  

委員 山口 秋男  

委員 島田 智子  

担当課 くらし文化部次長 川本 保則  

    たつせがある課長 川本 満男  

    同主事 水谷 俊  

事務局 総務部長 青山 均  

    行政課長 飯島 淳  

    行政課課長補佐 児玉 剛  

    同主任 加藤 優作  

傍聴者人数  ４人  

問合せ 先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５  

備   考   

 

外部評価委員の 

意見等 

・びわ湖テラスのようになればよい 

・音を出すことを考慮すること 

・運営（運営主体、運営組織）の具体的な流れがわかりづらい（市

民が運営を行うことが本当にできるか（成立するのか）疑問。運営

となると、お金（収支）が関係してくる。） 

・プロジェクトやイベントに参加する人はいても、運営を主体的に

担う人はいないと思う（見通しが非常に難しい） 

・文化の家や平成こども塾では行政が管理し、中身に市民が関わる

形であり、リニモテラスも従来の方法を考えてもよい 

・民を否定はしないが、民を主体にすると関わりたい人も関われな

い部分がある（公平性の面で疑問。あくまでも公益施設である。） 

・指定管理も考えられるが、四角四面的な対応で市民サービスが低

下するなどのデメリットはある 



 

・施設コンセプトの４つの柱を強調しない方がよいかもしれない 

・あそこに行ったら楽しいと思える施設にすること 

 

講評・まとめ  ・行政が運営について、かじ取り役として、関わること 

・市民が楽しく集まり、交流していけるような施設にすること 

・人員配置について、担当だけでなく、サブが必要 

 

 


